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  令和 8 年 5 月 22 日 

  群馬県建設事業協同組合 

  理事長  青 柳   剛 



令和８年度、群馬県建設事業協同組合の総会にあたりまして一言ご

挨拶申し上げます。昨年度、「時間外労働の上限規制」から２年目、屋

外作業の特殊性を意識した働き方に向け、大きく動き出すことが出来

た年でありました。今日の総会、組合員の方はもちろんですが、群馬

県知事さんを始めとして、組合に関係するご来賓をお迎えして開催で

きますこと、厚く御礼申し上げます。 

  

新年度早々、４月１日、恒例の事業協同組合の出発式並びに安全祈

願祭も無事終了し、「今年度どんな小さな事故も起こさない」といった

決意を確認し合って事業がスタートいたしました。第 3 者賠償保険制

度など共同購買事業もありますが、何といっても、組合事業の根幹と

なるのは環境部の仕事です。「労務費の占める割合が多い」といった特

色がありますが、１４年連続で「設計労務単価」が上がって来たこと

は組合事業を進めて行くために、背中を押す原動力となってきました。

組合事業に直接携わる７０名近くの人たちがモチベーションを高め、

生き生きと働ける職場環境を作っていくことによって、組合員の皆さ

んにしっかりとした結果を出すことが出来るのだと思っています。 

 

事業協同組合の特色は直接事業に参加できるところが大きな特徴で

あります。組合としてのメリットを生かしながら効率よい事業を展開

していくことが大事です。全国に数多くの組合の中でも、福島・長崎・

沖縄・対馬など、特徴ある優良組合としての実績を積み重ねています

が、群馬の組合こそ他県の組合にとって先進事例として参考にする組

合に成長しつつあります。組合としての組織を活性化させていくため

には、少しずつ組織に変化を与えていくことが求められています。今

年は AI による道路の点検業務を取り入れだしています。 

 

前に向かって変化していく建設業の取り組みを支えるのが事業協同

組合の精神といえます。協会の広報ポスタ―や年度末の「仮囲いデザ

イン・アートコンテスト」なども組合の支援があって成立しています。

会員が気持ちよく訪れることが出来るようにと心がけた建設会館の運

営を行っていますが、富田地区の事務スペース改築のための環境整備

事業も、本年度中に仕上がる予定です。今日の総会は事業報告、決算

予算等です。スムースな運営をお願いいたしますが、今後発注者なら

びに組合の役員、組合員のご指導・ご協力をさらに一層お願い申し上

げ、挨拶に代える次第であります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


